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介護の負担や悩みを
抱えていませんか？
ケアラー（家族介護者等）の支援

　介護の悩みなどを一人で抱え込んでしまうことで、問題が
さらに深刻化することもあります。

介護高齢福祉課（市庁舎１階、☎65・4145）問い合わせ
　

ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
心
や
体
に
不
調
が

あ
る
人
の
介
護
や
看
病
、
世
話
な
ど
、

ケ
ア
の
必
要
な
家
族
や
近
親
者
を
無
償

で
ケ
ア
す
る
人
の
こ
と
で
す
（
図
）。

高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
伴
い
、

ケ
ア
ラ
ー
は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
介
護
者
に
掛
か
る
一
人
当
た
り
の

負
担
は
一
層
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
ラ
ー
は
家
族
か
ら
頼
り
に
さ
れ

て
い
る
一
方
で
、
周
囲
に
悩
み
を
理
解

さ
れ
ず
、
心
身
に
大
き
な
負
担
を
抱
え

込
ん
で
し
ま
い
、
ケ
ア
ラ
ー
と
要
介
護

者
が
共
倒
れ
し
て
し
ま
う
懸
念
も
あ
り

ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
ケ
ア
ラ

ー
と
要
介
護
者
が
共
に
自
分
ら
し
く
安

心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
社
会
全

体
で
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
や
相
談
を

行
っ
て
い
る
窓
口
が
あ
り
ま
す

　

帯
広
市
で
は
、
ケ
ア
ラ
ー
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
よ
う
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
や
社
会
福
祉
協
議
会
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
な
ど
、
ケ
ア
ラ
ー
を
支
え

る
地
域
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
相
談
を
受

け
た
り
、
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

過
度
な
介
護
負
担
を
感
じ
た
り
、
周

り
に
介
護
に
困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
し

た
ら
、
介
護
高
齢
福
祉
課
や
お
近
く
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
左
表
）
へ

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

介
護
の
悩
み
や
不
安
を

話
せ
る
場
所
が
あ
り
ま
す

　

相
談
し
に
く
い
場
合
で
も
、
介
護
経

験
者
と
悩
み
を
共
有
し
、
話
を
す
る
だ

け
で
負
担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

◆
ケ
ア
ラ
ー
カ
フ
ェ（
介
護
者
間
交
流
）

日
第
４
木
曜
日
、
19
時
～
20
時
30
分

￥
飲
食
実
費

問
☎
０
９
０
・８
４
２
８
・９
５
５
２

◆
し
の
ぶ
保
健
師
の
相
談
室
（
介
護
相

談
・
介
護
者
間
交
流
）

日
事
前
に
電
話
で
確
認

￥
有
料

問
☎
33
・
９
９
４
３

※
市
内
に
は
他
に
も
、
介
護
者
支
援
の

た
め
に
活
動
し
て
い
る
人
や
グ
ル
ー
プ

が
あ
り
ま
す
。

お住まいの地域 担当地域包括支援センター 住所 電話

鉄南 帯広至心寮 西5南30 ☎24・1150

東 帯広至心寮（東） 東13南6 ☎66・4613

西 帯広市社会福祉協議会 公園東町3 ☎21・3292

川北 帯広市社会福祉協議会（北） 西14北1 ☎66・4535

広陽・若葉 愛
あいじえん

仁園 西16南28 ☎49・2338

西帯広・開西 愛仁園（西） 西24南1 ☎61・1616

川西・大正 帯広けいせい苑 川西町西1線 ☎53・4771

南 帯広けいせい苑（南） 西5南37 ☎67・8437
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身の周りにいませんか？
「ヤングケアラー」

18歳未満のケアラー支援
　「ヤングケアラー」は上記「ケアラー」の一分類です。

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、
一
般
的
に

本
来
、
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ
て
い

る
家
事
や
家
族
の
世
話
を
日
常
的
に

行
っ
て
い
る
、
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を

言
い
ま
す
。（
図
）

　

子
ど
も
が
家
事
や
家
族
の
手
伝
い
を

す
る
の
は
、
普
通
の
こ
と
だ
と
思
う
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
負
担

が
徐
々
に
大
き
く
な
り
、
学
校
に
行
け

な
い
、
ま
た
は
遅
刻
す
る
よ
う
に
な
る

と
、
子
ど
も
は
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
、
心

や
体
の
調
子
を
崩
し
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　

あ
な
た
の
周
り
に
も
、
誰
に
も
相
談

で
き
ず
、
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
抱
え
て

孤
立
し
て
い
る
「
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

家
族
の
お
世
話
や
お
手
伝
い
を

し
て
い
る
あ
な
た

　

家
族
の
世
話
や
家
事
を
頑
張
っ
て
い

る
こ
と
で
、
自
分
の
時
間
が
取
れ
ず
友

だ
ち
と
遊
べ
な
い
、
学
校
に
行
け
な
い
、

遅
刻
し
て
し
ま
う
な
ど
、
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

心
配
な
こ
と
、
不
安

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
学

校
の
先
生
や
、
話
し
や

す
い
大
人
に
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
は
こ
ち
ら
で
す

　

子
ど
も
自
身
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
の

皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、

相
談
内
容
な
ど
を
入
力
し
て
送
信
し
て

く
だ
さ
い
。
子
育
て
支
援
課
か
ら
折
り

返
し
連
絡
し
ま
す
。
ま

た
、
窓
口
で
の
相
談
も

可
能
で
す
。

市ホームページ
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子育て支援課（東８南13、保健福祉セン
ター内、☎25・9700）
問い合わせ

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
だ
と

子
ど
も
に
ど
ん
な
影
響
が
？

・十勝こども家庭支援センター
（☎22・3322、24時間）
・北海道ヤングケアラー相談サポートセンター
（ 0120・516・086、平日８時45分～17時30分）
・24時間子供SOSダイヤル
（ 0120・078・310、24時間）

●その他の相談窓口●

障害をもつこどもを育てて
いる

健康不安を抱えながら高齢
者が高齢者をケアしている

仕事と介護でせいいっぱい
でほかに何もできない

仕事を辞めてひとりで親の
介護をしている

遠くにひとりで住む高齢の
親が心配で頻繁に通ってい
る

目を離せない家族の見守り
などのケアをしている

アルコール・薬物依存やひ
きこもりなどの家族をケア
している

障害や病気の家族の世話や
介護をいつも気にかけてい
る

ヤングケアラーは
こんな子どもたち
です

障がいや病気がある家
族に代わり、買い物・
料理・掃除・洗濯など
の家事をしている

家族に代わり、幼いき
ょうだいの世話をして
いる

障がいや病気のあるき
ょうだいの世話や見守
りをしている

目を離せない家族の見
守りや声かけなどの気
づかいをしている

日本語が第一言語でな
い家族や障がいのある
家族のために通訳をし
ている

家計を支えるために労
働をして、障がいや病
気のある家族を助けて
いる

アルコール・薬物・ギ
ャンブル問題を抱える
家族に対応している

がん・難病・精神疾患
など慢性的な病気の家
族の看病をしている

障がいや病気のある家
族の身の回りの世話を
している

障がいや病気のある家
族の入浴やトイレの介
助をしている

©一般社団法人日本ケアラー連盟／illustration:Izumi Shiga

©一般社団法人日本ケアラー連盟／illustration:Izumi Shiga

ケアラーは
こんな人たち
です

ケ
ア
ラ
ー
を
取
り
巻
く
現
状

・親子のための
相談L

ラ イ ン
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